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1. はじめに
　2000 年代から各国において（公的助成金による研
究成果としての）論文をオープンアクセス（以下 OA）
として公開することを要請・義務化する政策が実施
されるようになり、OA 論文の数は増え続けている。
例えば、2010 年に出版された総論文（1,121,368
本）のうち OA として公開されているのは約 20
～ 32％であったが、2020 年に出版された総論文

（1,895,750 本）のうち OA 論文が占める割合は約
43 ～ 51％へと上昇している注 1。
　こ う し た OA 化 の 着 実 な 進 展 の 一 方 で、 林
(2014)1) で論じられていたように、論文を OA 化
するために著者が出版社に支払う費用である APC

（Article Processing Charge）の高騰が重大な課題
となってきている。2011 年から 2021 年にかけての

APC の推移を推計した Morrison et al.(2022)2) に
よると、ジャーナル当たりの平均 APC は 906 ドル
から 958 ドルへ、論文当たりの平均 APC は 904 ド
ルから 1,626 ドルへと上昇している（USD）。また、
大学図書館コンソーシアム連合の試算3) によると、日
本の APC 支払推定額は 2012 年の 1,031,732,000
円から 2020 年の 5,723,450,000 円へと上昇して
いる。
　このように APC の負担が増加する中、近年では
APC を課さずに OA を実現するダイヤモンド OA
と呼ばれる方法に対する注目が国際的に高まりつつ
ある。以下本稿では、ダイヤモンド OA とは何かとい
うところから始めて、現在国際的にダイヤモンド OA
が着目されるようになった背景や具体的な動向を概
観していく。

【 概　要 】
　オープンアクセス（OA）の進展に伴い、論文を OA 化するために著者が出版社に支払う費用である APC

（Article Processing Charge）の高額化が重大な課題として顕在化している。こうした状況の中、APC に依存
しない OA の方法であるダイヤモンド OA への注目が国際的に高まっている。ダイヤモンド OA とは研究機関、
公的助成機関、出版社、学会等が資金提供することにより、APC 等の形で著者や読者が費用を負担することな
く OA となっている論文やそうした OA 化の方法を意味する用語であり、ゴールド OA の特殊な場合であると
位置づけられる。ダイヤモンド OA を実現するには様々なビジネスモデルがあり得るが、その中でも特に近年
の国際動向では、研究者が主導し、コミュニティが運営の主体となり、出版に際してオープンなインフラに依
拠するという OA コモンズというモデルに焦点が当てられている。本稿では、こうしたダイヤモンド OA に関
する国際動向やその背景にある考え方、近年欧州で進められているダイヤモンド OA 推奨のための施策につい
て概説する。

　キーワード：オープンアクセス（OA），ダイヤモンド OA，書誌多様性，OA コモンズ

注 1 クラリベイト社 Web of Science XML（SCIE, 2021 年末バージョン）を基に筆者集計。ここでいう「総論文」は、
Article と Review を指す。
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2. ダイヤモンド OA とは
　ダイヤモンド OA に関する公式の定義は存在しな
いが、概してダイヤモンド OA は、APC 等の形で著
者や読者が費用を支払うことなく OA となっている
論文やそうした OA 化の方法を意味する用語として
使われている。また、Eve(2021)4) を踏まえると、ダ
イヤモンド OA はゴールド OA の特殊な場合である
と考えられる。ゴールド OA は OA 誌や OA 出版プ
ラットフォーム上で論文を公開するという OA 化の
方法であり、このとき著者が出版社に APC 等の費用
を支払うことなく OA 化が実現される場合がダイヤ
モンド OA となる。
　2020 年から 2021 年にかけて、欧州の研究機
関・研究助成機関から構成される Science Europe
と OA に関する国際的なコンソーシアムである
cOAlitionS の出資により、ダイヤモンド OA 誌に関
する大規模な実態調査が実施されている。同調査か
ら、ダイヤモンド OA 誌について例えば下記が明ら
かとなっている5)。

◦　 2020 年時点で、世界におけるダイヤモンド OA
誌の数は 17,000 ～ 29,000 誌と推計される

◦　 ダイヤモンド OA 論文の数は、非 OA 論文を含
む総論文の 8 ～ 9％を占めると推計される

◦　 APC 型のゴールド OA 誌の約半数は西欧諸国か
ら出版されているのに対して、ダイヤモンド OA
誌の場合その約半数は中南米や東欧諸国から出
版されており、西欧から出版されるジャーナル数
は 2 割程度にとどまる

◦　 APC 型のゴールド OA 誌と比べて、ダイヤモンド
OA 誌には人文学・社会科学分野のものが多い

◦　 APC 型のゴールド OA 誌と比べて、ダイヤモン
ド OA 誌は英語で書かれているものが相対的に
少なく、かつ複数の言語で書かれているものが
多い

◦　 概してダイヤモンド OA 誌の著者は当該ジャー
ナルの出版国出身の者が多い傾向にあるが、ダイ
ヤモンド OA 誌の主な読者層は自国内に限定さ
れず、国外からも多く読まれる傾向にある

　更に同調査では、ダイヤモンド OA 誌の運営に関
する状況も下記の様に明らかとされている。

◦　 ダイヤモンド OA 誌への資金提供者は研究機関
が最も多く、公的助成機関、出版社、学会等が
続く

◦　 ダイヤモンド OA 誌の資金調達の仕組みとして

は、当該ジャーナルの母体となる組織からの現物
支給やボランティア労働によりジャーナル運営
のコストを直接補填する場合が特に多く、次点で
助成金や共同出資モデル、寄付等が続く

◦　 調査対象ジャーナルの 49% が所有権を定めた
法的文書がないか若しくは不明である

3. ダイヤモンド OA の事例
　ダイヤモンド OA を実現するに当たっては、様々
なビジネスモデルが試みられている。例えば英国王立
化学会の旗艦誌である Chemical Science では、同
会が出版コストを負担することで、著者や読者による
支払を受けることなく、ダイヤモンド OA を実現し
ている。
　こうした単一の運営機関がコストを負担するとい
う方法のほかに、近年では複数の機関がコストを分担
することでダイヤモンド OA 誌を運営するという、
共同出資モデルが注目されている。例えば Annual 
Reviews 社が開発した Subscribe to Open（S2O）
というモデルでは、購読料を利用することで購読型雑
誌をダイヤモンド OA 誌に転換している。S2O の対
象となる購読型雑誌について、購読を希望する機関は
購読契約を結ぶ際に S2O に参加するかどうかを選
択できる。期日までに S2O に参加する機関数が所定
の数を超えた場合は当該の購読型雑誌はダイヤモン
ド OA 誌として公開されるとともに、バックファイ
ルへのアクセスも可能となり、下回った場合は従来通
り購読型雑誌のままとなる。S2O の詳細は公開され
ており6)、現在は Annual Reviews 社以外の出版社も
S2O を採用するようになっている。
　また、人文学分野のダイヤモンド OA 誌専門の
非営利出版社である Open Library of Humanities

（OLH）では、共同出資モデルとオープンソースの出
版システムを組み合わせることで、28 のダイヤモン
ド OA 誌を刊行している。OLH は、多数の図書館か
ら少額の出資を募ることでダイヤモンド OA を実現
する図書館協力補助金モデル（Library Partnership 
Subsidy model, 以下 LPS）という共同出資モデルを
運用しており7)、2023 年 4 月現在 300 を超す機関
が同モデルに参加している。これに加えて、Janeway
というオープンソースの出版システムを開発し8)、同
システム上で投稿の受理から査読、出版までを行って
いる。更に OLH は、LPS に加えて Janeway のホス
ティングサービスや助成金の獲得により複数の収益
源を確立し、APC や購読費によらない安定的な運営
を実現している。
　LPS と Janeway には収益源の確保以外の狙いも
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存在する。LPS に参加する図書館は、ライブラリー・
ボードのメンバーとなることができる。ライブラ
リー・ボードは、OLH のディレクター（OLH の拠点
でもある、ロンドン大学バークベック校の研究者が就
任）及び人文学の諸分野の専門家から構成されるアカ
デミック・アドバイザリー・ボードと共同して同社
の運営に携わることになる。これにより、特定の個人
ではなく、研究者等により構成されるコミュニティが
意思決定の主体となる多極的・分権的なガバナンス
が実現されている。また、外部のサービスプロバイ
ダーが提供する出版システムではなく、Janeway と
いうオープンソースのシステムを自ら開発すること
で、OLH の理念にそぐわない企業によってサービス
プロバイダーが買収されるというリスクを回避して
いる9)。

4. なぜダイヤモンド OA か：書誌多様性と
OA コモンズ

　OA 運 動 の 方 向 性 を 示 し た 国 際 声 明 で あ る
Budapest Open Access Initiative（以下 BOAI）
が公開された 2002 年から 20 年が経過した 2022
年、新たに BOAI20 という声明が発表された。2002
年の BOAI が OA を実現する方法としてゴールド
OA とグリーン OA という 2 つの道を示していたの
に対して10)、BOAI20 ではゴールド OA の中でも
ダイヤモンド OA か若しくはグリーン OA という、
APC に依存しない方法を優先的に支援することが推
奨されている11)。また、ユネスコが 2021 年に発表
したオープンサイエンスに関する勧告においても、ダ
イヤモンド OA という語が使用されているわけでは
ないが、APC を課さない方法による OA への支援を
推奨している12)。
　こ の よ う に ダ イ ヤ モ ン ド OA が 推 奨 さ れ る
ようになっている背景の一つには、書誌多様性

（bibliodiversity）の保持という問題意識がある。書
誌多様性とは、出版の世界における文化的な多様性を
意味する概念である13)。APC が高額化している現状
では、発展途上国の研究者や研究資金の少ない分野・
機関に所属している研究者、キャリアの初期段階にい
る研究者等は論文を OA 誌に投稿することが困難と
なりつつある。また、OA 出版に際して私企業が管理
するインフラ（ここでは、投稿や査読、編集、組み版、
保存といった諸プロセスを支える諸サービスを意味
する）への依存が深まることは、小規模な分野や国・
地域に特有の研究慣行が無視されたり、経営判断によ
り将来的に OA 誌へのアクセスが制限されたりする
といったリスクを伴う。更に今日では、大手学術出版

社が買収等の手段を通じて OA 出版にかかるインフ
ラの囲い込みを進めていることも指摘される11)。こ
うした状況の下では OA 出版の流通経路から締め出
される研究者が出てくる―換言すると、書誌多様性が
損なわれることが懸念される。
　このとき、書誌多様性を保持しつつ OA 化を進め
るための手段として、ダイヤモンド OA が期待され
るようになっている。3 章においてダイヤモンド OA
を実現するには様々なビジネスモデルがあり得るこ
とを述べたが、その中でも特に着目されているのは、
OLH の例にみられるような、研究者が主導し、コミュ
ニティが運営の主体となり、出版に際してオープンな
インフラに依拠するダイヤモンド OA である。こう
した方法によるダイヤモンド OA のことを、特に OA
コモンズ（OA commons）と呼ぶこともある14)。ま
た、先述の BOAI20 やユネスコのオープンサイエン
スに関する勧告においても、私企業による学術情報
のコントロールの増大というリスクを抑えるという
観点から、（必ずしもダイヤモンド OA には限らない
が）非営利で研究者が主導するコミュニティによって
運営されるオープンなインフラへの支援・投資が推
奨されている。

5. ダイヤモンド OA に関する施策
　ダイヤモンド OA には以上のような期待が寄せら
れている一方で、先述の実態調査5) から、ダイヤモン
ド OA が抱える課題も明らかとなっている。同調査
によると、調査対象のダイヤモンド OA 誌の 60% が
ボランティア労働に依存しているほか、経営状態に関
しても赤字若しくは財政状態が不明であるジャーナ
ルが過半数を占めている。加えて、68％が保存ポリ
シーを策定していないことを踏まえると、ダイヤモン
ド OA 誌の多くはその持続可能性に不安を抱えてい
ると考えられる。また、半数程度は利用統計を提供し
ていないなど、その可視性にも課題がみられる。
　こうした課題を踏まえて、ダイヤモンド OA に関
する推奨事項をまとめた報告書14) も上記実態調査と
合わせて公表されている。この報告書は、①研究助
成機関、②研究機関、③学会、④インフラ提供組織
の 4 グループに対して、ダイヤモンド OA 推進のた
めに取り組むべき事項を 5 トピック・20 項目に整
理して示している（図表 1）。同報告を受けて欧州で
は（OA コモンズとしての）ダイヤモンド OA を推
進するためのアクションプラン15) が 2022 年 3 月
に公開され、同年 9 月には Horizon Europe より
助成を受けた DIAMAS（Developing Institutional 
Open Access Publishing Models to Advance 
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Scholarly Communication）と呼ばれる 3 年間のプ
ロジェクトが始動している。DIAMAS は欧州研究領
域（Europeana Research Area）におけるダイヤモ
ンド OA を推進することを目的としており、上記ア
クションプランの一部は DIAMAS の下で実施され
るという15)。

6. 終わりに
　2010 年代後半より、Plan S に代表されるように
APC 型の OA の抱える諸課題の解決に向けた取組が
進められているが、2020 年以降にみられるように
なった（OA コモンズとしての）ダイヤモンド OA へ
の注目の高まりは、OA に関する新たな潮流の兆しで
あると考えられる。このとき、前者が主に焦点を当て

ていたのは大手学術出版社が手掛ける STEM 分野の
英語で刊行されるジャーナルであったのに対して、後
者に関する取組では人文学・社会科学分野における
英語に限らないジャーナルに焦点が当てられること
も多い。特に最近では、論文にとどまらず、学術的な
単行書をダイヤモンド OA として公開するための大
規模なプロジェクトも登場している16)。
　翻って日本では、APC の支援や対出版者交渉力の
強化といった、APC 型の OA に関する議論や取組が
進められているところであるが17)、ダイヤモンド OA
に関する国際動向についてはまだ十分に認識されて
いない向きもあるように思われる注 2。もちろんダイ
ヤモンド OA は OA が抱える諸問題を解決する万能
薬などではなく、すべてのジャーナルにダイヤモンド
OA が適しているわけでもないが、OA を実現するに

図表 1　ダイヤモンド OA に関する推奨事項

* 日本語訳は筆者による
出典：Becerril, A., Bosman, J., Bjørnshauge, L., Frantsvåg, J. E., Kramer, B., Langlais, P.-C., Mounier, P., 

Proudman, V., Redhead, C., & Torny, D. (2021). OA Diamond Journals Study Part 2:  Recommendations. 
https://doi.org/10.5281/zenodo.4562790
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注 2 ただし、国立研究開発法人科学技術振興機構 (JST) が運営する J-STAGE を介して OA として公開されている論文の中
には、2 章で述べたダイヤモンド OA の要件を満たすものも含まれている。こうした、分野横断的に自国内の科学技術
刊行物を公開することを目的として公的機関が一元的に管理するプラットフォームを活用することでダイヤモンド OA
を実現するというモデルは、コミュニティ志向の OA コモンズとはまた異なるアプローチ方法であると考えられる。

はダイヤモンド OA という選択肢もあり得ることを
知り、その意義や方法、課題、支援の在り方について

理解を深めていくことは、今後の日本の学術情報流通
政策を検討する際に有益であろう。
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